












































































































































































































































































































































































































































これらの 3点のことから、子どもの情緒的な安定が基盤となり、それを大切にしながら、     





























































 2 点目に、「クラスの環境構成時の実践知を可視化する作業は、環境構成時にクラスで大切   


















   






























るもの、尺度による保育の質の測定から示されるものの、3 点があげられる 30（秋田ら, 
2007）。そして、保育の質の縦断研究において、保育の質が子どもの認知発達や社会能力へ
影響を及ぼすことを明らかにしている 31（秋田ら, 2011）。  



































 本研究は日本保育学会第 69 回大会で行ったポスター発表の内容を再検討し、加筆修正し
たものである。 
 
  注  
1.   保育者個人の環境構成時の実践知の研究方法については以下を参照。本論は、以下の 2点から継
続された研究である。 
・大内田真理「乳幼児保育室の環境構成から保育を考える（１）―環境構成時の時の実践知を可視   
化することによる保育者の意識の変容―」、『プール学院大学研究紀要』第 58号 2017年、179‐ 
192頁。 
・大内田真理「乳幼児保育室の環境構成から保育を考える（２）―環境構成時の実践知から保育の   
展開サイクルを考える―」、『プール学院短期大学研究紀要』第 59号 2018年、37‐51頁。 
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